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雑

報

●
中
村
三
三
の
新
郎
見
　
　
京
都
大
學
天
三

塁
の
中
村
要
氏
ば
虫
ろ
＋
一
月
三
日
午
後
入
時
頃
、

四
吋
赤
道
儀
で
製
光
星
芝
℃
o
話
色
な
観
測
中
、

ふ
ε
、
其
の
附
近
に
見
馴
江
な
い
光
輝
の
星
が
あ
ろ

の
な
霞
見
し
た
。
其
の
後
、
藪
回
此
の
星
な
観
測
し

た
結
果
、
意
外
に
早
く
光
度
が
攣
化
す
ろ
構
様
で
あ

る
。
叉
、
同
武
は
リ
ッ
〃
天
交
憂
か
ら
出
版
し
て
み

る
天
球
の
篤
眞
や
京
都
大
學
で
此
の
星
為
撮
っ
た
爲

置
ハ
な
ご
、
比
べ
て
、
こ
う
や
ら
新
榊
製
光
星
だ
［
ε
わ
か

っ
た
。
今
日
迄
の
親
測
結
果
で
見
る
ε
、
よ
ほ
．
ε
攣

光
が
速
い
も
の
ら
し
い
。

⑭
ジ
ヤ
バ
天
女
憂
の
計
書
　
近
頃
、
南
洋

の
ナ
ラ
ン
ダ
領
ジ
ヤ
バ
島
バ
ン
ド
ン
市
（
バ
タ
ビ
ア

の
東
南
七
十
哩
）
に
早
雪
學
會
が
組
織
さ
れ
た
。
目

庶
的
博
μ
、
ゆ
ノ
く
く
腕
刑
來
に
「
、
一
同
鼠
壁
の
レ
ン
バ
ン
ダ
で
￥

天
真
物
理
研
究
の
た
め
の
大
き
な
天
交
憂
な
設
立
す

ろ
の
で
あ
る
由
。
會
に
ナ
ラ
ン
ダ
の
東
印
度
會
肚
の

副
會
長
ス
ワ
ー
ト
（
Q
Q
垂
δ
氏
が
名
轡
総
裁
ε
な

り
、
ボ
シ
ヤ
（
じ
d
o
し
・
匂
D
o
ゴ
鱒
）
　
氏
か
會
長
に
な
っ
て
、

同
氏
が
焦
馳
三
十
吠
の
望
遠
鏡
な
寄
附
す
ろ
の
だ
ご

い
ふ
。

●
ウ
イ
ソ
ネ
ヶ
彗
星
の
軌
道
要
素
　
今

年
度
の
第
二
彗
星
で
あ
ろ
此
の
ウ
イ
ン
ネ
ケ
彗
星
に

つ
い
て
、
此
の
北
米
國
カ
リ
フ
ナ
ル
ニ
ァ
大
礼
の
R

T
〃
ロ
ー
フ
ナ
ド
氏
こ
エ
ル
ケ
ス
天
国
毫
リ
バ
ァ
ナ

ア
ド
教
授
ピ
が
、
別
々
に
計
算
の
結
果
な
獲
表
し
た

前
者
に
今
年
四
月
十
二
日
ε
同
二
十
九
日
ε
六
月
七

日
ミ
の
三
回
の
観
測
々
材
料
ミ
し
、
後
者
ば
叉
、
同

四
月
十
二
日
ε
、
五
月
七
日
と
同
三
十
一
日
の
親
測

だ
材
料
こ
し
た
も
．
の
で
あ
る
。

軌
　
道
要
素

近
日
貼
．
通
過

近
日
馳
進
度

昇
交
鮎
黄
鰹

軌
道
面
傾
斜

長
軸
軌
遣
の
牛

離
　
　
心
　
　
率

近
日
貼
距
離

卒
均
角
蓮
度

　
　
　
　
　
　
　
（
ク
ロ
i
7
ナ
ド
氏
）

一
九
一
＝
年
ぺ
月
一
二
・
九
三
〇
四
六
日

　
　
　
　
　
一
七
〇
度
一
九
分
五
六
秒

　
　
　
　
　
　
九
八
　
　
一
　
　
五
一

　
　
　
　
　
　
一
八
四
九
　
　
四
三

三
・
二
三
一
＝
（
天
女
箪
位
）

○
・
六
七
八
〇
四
七

丁
〇
四
〇
六
（
天
交
凝
屋
）

山ハ

黶
Z
・
山
ハ
一
一
入
秒

　
　
　
　
（
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
）

日
凹
山
ハ
日
〃
一
一
［
・
山
ル
】
馬
脳
㎜
悶
↓
ル
ロ
H

　
一
七
〇
度
一
七
分
一
入
秒

　
　
九
八
　
　
六
　
二
九

　
　
｝
八
　
五
四
　
三
七

　
　
　
　
　
三
・
二
九
六
三

　
　
　
　
〇
・
六
入
四
二
四
五

　
　
　
　
　
　
一
・
〇
四
〇
八

　
　
　
　
五
九
二
・
入
八
入

　
因
に
・
彗
星
な
ざ
に
、
太
陽
の
引
力
ば
か
り
で
な

く
・
他
の
遊
星
の
引
力
な
絶
え
ず
受
け
て
み
ろ
の
で

掻
動
作
用
の
結
果
、
軌
遣
要
素
に
、
僅
か
つ
㌦
で
は

あ
る
が
・
絶
え
ず
攣
化
し
つ
＼
あ
ろ
。
此
の
ク
ロ
ー

フ
ナ
ド
氏
の
要
素
ご
、
バ
ア
ナ
ァ
ド
氏
の
要
素
ξ
比

べ
て
見
ろ
ミ
　
同
じ
星
の
要
素
で
あ
り
な
が
ら
、
少

し
づ
＼
の
違
ひ
が
あ
り
、
叉
、
本
誌
十
月
號
第
二
二

二
頁
に
載
ぜ
た
メ
ル
ト
ン
氏
の
要
素
ミ
も
違
ひ
が
あ

ろ
の
に
、
皆
、
材
料
に
用
ひ
た
親
測
ご
其
の
日
附
が

違
っ
て
ゐ
う
か
ら
で
あ
っ
て
、
決
し
て
計
算
の
誤
差

で
ば
な
い
。

●
封
日
照
が
見
え
る
　
　
京
都
大
學
天
魔
毫

の
観
測
者
中
村
要
君
が
、
去
ろ
十
一
月
聖
日
の
午
後

の
休
養
時
間
、
傍
の
友
人
蓮
な
顧
み
て

『
甘
フ
ー
グ
ン
聾
シ
ヤ
イ
ン
（
濁
逸
戦
地
Ω
Φ
げ
q
Φ
巨
q
q
O
げ
Φ
一
コ

英
語
で
ば
∩
O
β
讐
①
マ
Q
9
＜
二
曲
に
課
し
て
封
日

照
）
が
見
え
ろ
よ
』

ピ
言
ひ
出
し
た
。
皆
に
大
ぴ
っ
く
り
。
何
し
ろ
、
山

木
助
教
授
始
め
、
劃
日
照
蓬
ば
書
物
で
讃
ん
だ
こ
ε

が
あ
み
だ
け
で
、
誰
で
も
今
ま
で
に
見
六
こ
ε
が
無
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い
σ
「
非
常
に
薄
い
光
り
な
の
で
、
普
通
の
眼
で
に
、

見
る
の
に
困
難
で
あ
る
」
ミ
こ
の
本
に
で
も
書
い

て
あ
る
の
だ
か
ら
、
山
木
氏
な
．
ε
、
今
ま
で
に
、
ず

い
ぶ
ん
怨
耐
し
て
天
た
捜
し
て
見
た
け
れ
ご
、
遂
に

菅
野
ら
す
、
全
く
見
え
な
い
も
の
こ
諦
め
て
み
た
。

こ
ん
な
難
物
が
「
見
え
る
よ
」
ぞ
」
言
に
れ
て
皆
が
驚

い
た
の
も
無
理
は
な
い
。

　
封
日
照
ご
に
、
丁
度
、
太
陽
の
位
置
ご
正
反
封
の

ミ
こ
ろ
に
大
き
く
籏
が
つ
て
見
え
ろ
瀞
ン
ヤ
り
し
た

光
り
で
、
有
名
に
な
っ
た
の
ば
十
九
世
紀
の
牛
頃
か

ら
、
プ
ロ
ル
セ
ン
、
バ
ク
ハ
ウ
ス
、
バ
ァ
ナ
ア
ド
氏

等
が
三
見
し
て
、
や
か
ま
し
く
騒
ぎ
出
し
て
以
來
の

こ
ε
で
あ
ろ
。
黄
道
光
の
麺
長
し
た
も
の
だ
ら
う
？
」

い
ふ
説
が
一
般
に
信
じ
ら
れ
て
ゐ
う
が
、
大
低
い
つ

で
も
見
え
ろ
筈
の
も
の
で
、
太
陽
こ
二
二
だ
ら
う
、

太
陽
が
酋
に
没
す
れ
ば
、
東
か
ら
上
っ
て
肥
る
。
叉

眞
夜
叢
雲
ご
時
の
時
に
子
午
線
々
短
過
す
ろ
の
だ
か

ら
、
月
や
街
路
の
明
り
が
無
け
れ
ば
、
誠
に
見
易
い

位
置
に
あ
る
の
だ
が
、
何
分
に
も
評
剣
の
通
り
、
光

り
が
薄
い
の
で
、
側
に
一
等
星
や
二
等
星
が
澤
山
在

っ
て
に
、
其
れ
等
に
妨
げ
ら
れ
て
見
え
に
く
い
。

　
中
村
君
に
誘
ば
れ
て
、
同
夜
＋
時
頃
、
天
領
壷
に

出
て
見
ろ
ミ
、
「
そ
れ
＼
あ
す
ご
に
」
ε
激
へ
ら
れ
て

h
ナ
ル
ホ
ド
、
さ
う
言
へ
ば
さ
う
だ
。
い
か
に
も
・

ボ
ン
ヤ
リ
し
た
大
き
な
光
り
が
在
る
や
う
な
氣
が
す

る
」
。
「
ふ
ち
の
界
ひ
目
な
ご
、
ハ
ツ
キ
リ
し
て
ま
す

よ
」
。
「
ウ
ム
、
僕
に
ば
ハ
ツ
キ
リ
し
て
み
る
ほ
ざ
に

に
見
え
な
い
が
、
兎
に
角
見
え
ろ
。
最
も
光
り
の
強

い
所
は
牡
羊
座
σ
星
か
ら
ω
あ
た
り
で
、
東
西
に
十

度
も
あ
る
が
、
南
北
に
に
三
度
ぐ
ら
ゐ
・
：
・
：
」
山

本
氏
ば
封
日
照
為
見
た
の
は
、
撮
れ
が
生
れ
て
始
め

て
父
あ
っ
た
。

　
こ
の
封
日
照
ば
、
黄
著
書
ε
同
じ
く
、
今
で
は
天

艦
で
あ
る
か
・
地
球
の
上
暦
の
物
質
で
あ
る
の
か
、

二
者
間
に
も
い
ろ
ノ
＼
説
は
あ
ろ
が
、
エ
バ
ー
シ
エ

ツ
ド
氏
な
ご
は
多
分
、
彗
星
の
や
う
に
地
球
が
持
っ

て
る
ろ
尾
だ
ら
う
ミ
言
っ
て
み
ろ
し
、
シ
カ
ゴ
の
モ

ー
ル
ト
ン
氏
等
ば
流
星
物
質
の
集
團
で
、
か
の
う
グ

ラ
ン
ジ
の
直
線
解
法
に
相
潤
す
る
天
罷
の
一
群
だ
ら

う
ε
言
っ
て
み
ろ
。

　
太
陽
ε
正
反
封
の
位
置
な
の
で
、
太
陽
が
動
け
ば

蜀
日
照
も
動
く
・
そ
れ
に
、
何
の
理
由
だ
か
、
一
年

申
の
見
え
か
た
も
時
々
驚
動
す
ろ
の
で
、
始
終
見
る

の
は
困
難
で
あ
る
が
・
蔵
米
あ
た
り
で
も
・
多
く
に

九
月
十
月
頃
に
見
て
み
る
。
其
の
頃
ば
双
魚
座
か
ら

牡
羊
座
あ
た
り
で
、
大
き
な
光
の
星
が
無
い
の
が
好

都
合
な
の
で
あ
ろ
。
双
眼
鏡
で
に
駄
目
、
是
非
・
肉

眼
で
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
光
り
が
薄
く
て
面
積
が

廣
い
の
だ
か
ら
。
そ
し
て
月
夜
は
い
け
な
い
し
、
空

が
特
に
好
く
澄
ん
で
み
る
時
が
一
番
好
い
。
思
者
諸

車
の
實
見
書
す
＼
め
る
。

●
外
孫
の
天
理
半
者
の
近
呪
一
束

　
カ
プ
タ
イ
ン
氏
　
ナ
ラ
ソ
ダ
國
グ
ロ
ー
ニ
ン
グ
ン

天
運
研
究
所
長
ミ
し
て
、
長
く
星
辰
學
界
に
活
躍
し

二
大
星
流
説
々
虫
唱
し
た
同
氏
ば
・
今
般
・
定
隼
に

達
し
て
退
職
し
た
。
目
下
ば
同
國
ラ
イ
デ
ン
天
井
壷

の
塁
長
補
助
た
し
て
み
る
。

　
ハ
ー
ゲ
ソ
師
　
今
般
、
大
著
「
漿
光
星
」
を
出
し
た

の
に
封
し
、
同
氏
な
生
ん
だ
濁
蓮
ボ
y
二
二
ば
名
酒

理
學
博
士
の
學
位
な
贈
っ
た
。

　
グ
ト
ニ
〃
氏
　
さ
春
に
逝
春
し
ヘ
ル
マ
ン
・
ス
ト

ル
書
フ
エ
氏
の
後
な
つ
ぎ
、
濁
榊
逸
ベ
ル
リ
ン
（
バ
ベ

ル
ス
ベ
ル
グ
）
天
引
璽
長
に
な
っ
た
。

　
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
民
　
さ
き
に
退
隠
し
た
ミ
ユ
レ

ル
氏
の
後
々
つ
ぎ
、
濁
酒
ポ
ツ
ダ
ム
天
工
物
理
毫
長

に
任
命
さ
れ
た
。

　
　
　
　
冬
至
頃
の
夜
の
空
（
古
川
）

　
本
月
廿
二
日
ば
冬
至
で
あ
る
か
ら
其
の
十
干
の
夏

至
の
黙
の
近
傍
の
天
球
面
は
夜
も
す
が
ら
耀
い
て
其

塵
に
ば
ナ
リ
ナ
ン
・
牡
牛
・
駅
者
、
小
犬
・
大
犬
の

諸
星
座
の
一
等
星
が
燦
欄
ε
光
っ
て
、
誠
に
寒
空
為

辛
直
し
て
外
に
停
ん
だ
甲
斐
の
あ
ろ
時
期
で
あ
ろ
。


